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下記のとおり研究経過を報告します。

研究テーマ
高次高調波発生によるアト秒バルスを用いた

強光子場中における分子ダイナミクスの追跡

研究経過報告
(終了報告)

[研究概要]

本研究窒では、1013w/cm2程度以上の非常に強いレーザー電場中における
分子のイオン化や解離のプロセスの解明を目的としている。本研究では、その

中でも水素マイグレーションのようなフェムト秒程度以下の非常に短い時間で

起こるプロセスに興味を持ち、その追跡の為に、高次高調波発生過程によつ

てフェムト秒レーザーからアト秒パルスを発生させることが目的である。

[研究成果]
チタンサフアイアレーザーの出力から、中空ファイバーを用いたパルス圧縮
によりlm」 ,～ 7 fsの、搬送波位相のロックされた数サイクルパルスを得た。こ

のパルスをNeガスに照射することで、カットオフエネルギーが 13 nm(95 oV)

程度の高次高調波を得ることができた。このカットオフエネルギーはアト秒パ

化うま制淵 λ貫馨鳥l、た研究を行つているウィーンエ科大学のグ
ループとの共同研究を行つた。研究では、アト秒パルスによって誘起されるク

リプトン原子からのカスケードオージェ電子過程を、近赤外光をプロープ光とし

て追跡し、その寿命を求めることができた。
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示している。
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上記の通り相違ありません。


